
蘭越町　外国語教育　ＣＡＮ‐ＤＯリスト

中学校 高等学校

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 第1学年 第2学年 第3学年 第1学年 第2学年 第3学年
身体を動かしながらリ
ズムや音楽に合わせ
て遊びやゲームを行
い、外国語に慣れ親
しむ。

自分や友達について
尋ねたり答えたりして
大事なところを落とさ
ないように興味を持っ
て聞こうとする。

身近にあるものや友
達について大事なと
ころを落とさないよう
に興味を持って聞こう
とする。

身近なものを題材に
した短い簡単な内容
の英文を聞き、大よそ
の内容を聞き取ること
ができる。

身近なものを題材に
した短い簡単な内容
の英分を聞き、内容
を聞き取ることができ
る。

身近な人物や事物な
どの紹介スピーチを
簡単な語句で話して
もらえれば、話し手が
伝えたいことの要点を
聞き取ることができ
る。

ラジオや交通機関な
どの情報を繰り返し
ゆっくり話してもらえ
ば、要点を聞き取るこ
とができる。

はっきりと話されれ
ば、日常的な話題に
ついて話の概要を聞
き取ることができる。

天気予報や店内アナ
ウンスなど、はっきり
話してもらえれば、要
点をつかむことができ
る。

はっきりと話されれ
ば、社会的な話題に
ついて、短い説明の
要点を捉えることがで
きる。

日本文化や世界の国
についての友達のス
ピーチを聞いて、概要
や要点を聞き取ること
ができる。

中学校卒業レベルに
ついて、スピード・アク
セント等の話し手から
の多くの支援を活用
すれば、会話全体の
おおまかな流れを把
握することができる。

日常的に話される話
題について、スピー
ド・アクセント等の話し
手からの多くの支援
を活用すれば、会話
全体のおおまかな概
要や要点を捉えること
ができる。

日常的に話される話
題について、話し手か
らの一定の支援を活
用すれば、会話全体
の概要や要点を捉
え、自身に必要な情
報を聞き取ることがで
きる。

アルファベットの大文
字をおおむね読むこ
とができる。

アルファベットの大文
字・小文字をおおむ
ね読むことができる。

学習した英単語をイラ
ストがなくても読むこ
とができる。

身近な英単語をイラ
ストがなくても読むこ
とができる。

１年生の教科書の本
文を正しい発音、抑
揚で音読することがで
きる。

自分や身近な人を紹
介した簡単な英文を
初歩的な語彙や表現
であれば、概要を読
み取ることができる。

２年生の教科書の本
文を正しい発音・意味
の区切り・抑揚で、気
持ちを込めて音読す
ることができる。

レポートやスピーチ、
説明文や物語など、
まとまりのある文章の
概要を読み取ること
ができる。（３５０語程
度）

３年生の教科書の本
文を正しい発音・意味
の区切り・抑揚で内容
を意識しながら音読
することができる。

記事・説明文などのま
とまりのあるを読み、
その内容や要点を整
理しながら正確に読
み取ることができる。
（５００語程度）

教科書の本文内容に
ついて、辞書や参考
書等の多くの支援を
活用すれば、文章全
体のおおまかな流れ
を把握することができ
る。

WPM : 70～80

教科書の本文内容に
ついて、文章全体の
おおまかな流れを把
握し、辞書や参考書
等の多くの支援を活
用すれば、概要や要
点を捉えることができ
る。

WPM : 80～90

教科書の本文内容に
ついて、文章全体の
概要や要点を捉え、
辞書や参考書等の一
定の支援を活用すれ
ば、要約することがで
きる。

WPM : 90～100

発
表

初歩的な会話で使わ
れる単語についてヒ
ントを得ながらおおむ
ね正しい発音をするこ
とができる。

自己紹介や道案内な
どの初歩的な会話で
使われる単語につい
てヒントを得ながらお
おむね正しい発音を
することができる。

前もって準備した上で
既習の表現を基に、
相手を意識しながら
発表することができ
る。

前もって準備した上で
既習の表現を基に、
相手を意識しながら３
文程度の英文で発表
することができる。

関心のある事柄や体
験したことなどについ
て、３～５文程度のス
ピーチをすることがで
きる。

日常的な話題につい
て、事実や自分の考
えを整理して、４～６
文程度のまとまりの
ある内容を発表をす
ることができる。

社会的な話題につい
て、スピーチ例を参考
にしながら、感想や意
見を含んだ５～７文程
度のまとまった内容
でスピーチ発表をす
ることができる。

自分自身のことにつ
いて、ICT等の多くの
支援を活用すれば、
紹介・発表することが
できる。

1分～2分

自分の好きなことや
趣味、将来なりたいも
のについて、ICT等の
多くの支援を活用す
れば、紹介・発表する
ことができる。

2分～3分

自身がこれまで経験
してきたことについ
て、ICT等の一定の支
援を活用すれば、そ
の中で学んできたこと
等について紹介・発
表することができる。

3分～4分

や
り
と
り

遊びやゲームの中に
「はなすこと（やりと
り）」を取り入れ、外国
語に慣れ親しむ。

チャンツで覚えた表現
を使い、ジェスチャー
を工夫しながら短い
簡単な会話で話そう
とすることができる。

短い簡単な会話にお
けるアイコンタクトや
クリアボイス、ジェス
チャーなどの工夫が
わかり、意識して話そ
うとすることができる。

自分や身近な人物の
話題について尋ねた
り答えたりすることが
できる。

自分や身近な人物の
話題について、自分
の知りたい内容を考
えながら、尋ねたり答
えたりすることができ
る。

食べ物や道案内の場
面などで適切な表現
を用いて、対話例を
参考にしながら伝え
合うことができる。

道案内や買い物の場
面などで適切な表現
などを用いて、対話例
を参考にしながら会
話を続けることができ
る。

社会的な話題につい
て、自分の願いや賛
成・反対の意見を述
べながら話し合うこと
ができる。

道案内や公共交通機
関等の乗り換え案内
の場面において、視
覚的補助等の多くの
支援を活用すれば、
質問の受け答えや説
明をすることができ
る。

自分自身や自分の住
んでいる町について、
ICT等の多くの支援を
活用すれば、質問の
受け答えや紹介や説
明をすることができ
る。

お互いに興味のある
話題について、ICT等
の一定の支援を活用
すれば、自身の考え
や気持ちを伝え合うこ
とができる。

アルファベットの大文
字と小文字を4線に正
しく書くことができる。

音声で十分になれ親
しんだ身近な簡単な
語句を書き写すこと
ができる。

アルファベットの大文
字と小文字を4線に正
しく正確に書くことが
できる。

音声で十分に慣れ親
しんだ基本的な表現
を書き写すことができ
る。

身近な話題につい
て、既習表現を用い
て、自分の感想や意
見など3～5文程度の
まとまりのある文章を
書くことができる。

自分の好きなものや
行事や旅の思い出に
ついて、簡単な紹介
文を書くことができ
る。

日常的な話題につい
て、既習表現を用い
て、自分の予定や将
来の夢についてなど
４～６文程度のまとま
りのある文章を書くこ
とができる。

自分の好きなものや
街の観光名所につい
て、絵や写真などを
用いて紹介文を書くこ
とができる。

社会的な話題につい
て、内容・構成を考え
て、５～７文程度のま
とまりのある文章を書
くことができる。

自分の学校や日本の
文化について、文例
を参考にしながら、紹
介文を５文以上で書く
ことができる。

身近に話される話題
について、辞書や参
考書等の多くの支援
を活用すれば、中学
校卒業レベルの簡単
な英語で友達や家族
に手紙やメールを書く
ことができる。

20～40語

教科書の本文内容に
ついて、辞書や参考
書等の多くの支援を
活用すれば、自身の
考えや気持ちを簡潔
に書くことができる。

30～50語

教科書の本文内容に
ついて、辞書や参考
書等の一定の支援を
活用すれば、自身の
考えや気持ちを理由
を含めて書くことがで
きる。

40～60語

　令和３年度（２０２１年度）見直し資料（各校意見集約一覧）
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身体を動かしながらリズムや音楽に合わせ
て遊びやゲームを行い、外国語に慣れ親し
む。

遊びやゲームの中に「話すこと（やりとり）」を
取り入れ、外国語に慣れ親しむ。
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